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閲覧図書

大亀谷国有林外森林整備事業（保護）

及び

忍辱山国有林分収育林事業（カシノナガキクイムシ被害木処理）



〔注〕

別冊約款中選択される条項は次のとおりである。

（適用されるものは○印、削除されるもの×印。）

２. 事 業 場 所

３.

第１５条

○ 第３４条

× 第３６条第１項

× 中間前金払 第３６条第３項

回以内部分払

第４条第１項第３号

× 公共工事履行保証証券による保証 第４条第１項第４号

× 履行保証保険契約の締結 第４条第１項第５号

分の　　以内前金払

× 銀行、甲が確実と認める金融機関等の保証

× 支給材料及び貸与品

× 契約保証金の納付 第４条第１項第１号

契約保証金の納付に代わる担保となる有
価証券等の提供

第４条第１項第２号×

要割印

１. 事 業 名

適用削除の区分 選　択　事　項 選択条項

大亀谷国有林外森林整備事業（保護）及び

別紙図面のとおり

別紙事業内訳書のとおり

契約締結日の翌日から

平成２９年３月１７日まで

収入印紙

６. 選 択 条 項

事 業 量

４. 事 業 期 間

５. 請 負 金 額

（案）

忍辱山国有林分収育林事業（カシノナガキクイムシ被害木処理）

森林整備事業及び分収育林事業請負契約書

　ただし、作業種別又は箇所別の事業期間は、別紙事業
内訳書のとおり

￥．－

（うち取引に係る消費税及び地方消費税（以下「消費
税」という。）額￥．－）

「取引に係る消費税額」は、消費税法第２８条第１項及び第２９条並
びに地方税法第７２条の８２及び第７２条の８３の規定に基づき算出
したもので、請負金額に８／１０８を乗じて得た額である。
（  ）の部分は、請負者が課税業者である場合に使用する。



請負代金は、近畿中国森林管理局において支払うものとする。

伐倒木の持ち出しは禁止する。

使用材料は書面により報告し、必ず承認を受けること。

暴力団排除に関する特約条項は別紙のとおり。

発　注　者 （住 所） 奈良市赤膚町1143-20

分任支出負担行為担当官

（氏 名） 近畿中国森林管理局

奈良森林管理事務所長　片山　宏文

請　負　者 （住 所）

（氏 名）

本契約の証として本書２通を作成し、当事者記名押印の上、各自１通を保有
する。

平成　　年　　月　　日

（１）

（２）

（３）

（４）

上記の作業について、発注者と請負者は、各々の対等な立場における合意に
基づいて、本契約書及び平成２８年１１月２日付けで交付した国有林野事業造
林事業請負契約約款によって公正な請負契約を締結し、信義に従って誠実にこ
れを履行するものとする。

また、請負者が共同事業体を結成している場合には、請負者は、別紙共同事
業体協定書により契約書記載の事業を共同連帯して請け負う。

７. 特 約 事 項



別紙

　（不当介入関する通報・報告）

第６条 乙は、自ら又は再請負人等が、暴力団、暴力団員、社会運動・政治運動標ぼうゴロ等の
反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入（以下「不当介入」という。）を受
けた場合は、これを拒否し、又は再請負人等をして、これを拒否させるとともに、速やか
に不当介入の事実を甲に報告するとともに、警察への通報及び捜査上必要な協力を行うも
のとする。

第４条

２ 乙は、甲が第１条、第２条及び前条第２項の規定により本契約を解除した場合におい
て、甲に損害が生じたときは、その損害を賠償するものとする。

乙は、契約後に再請負人等が解除対象者であることが判明したときは、直ちに当該再請
負人等との契約を解除し、又は再請負人等に対し当該解除対象者（再請負人）との契約を
解除させるようにしなければならない。

２ 甲は、乙が再請負人等が解除対象者であることを知りながら契約し、若しくは再請負人
等の契約を承認したとき、又は正当な理由がないのに前項の規定に反して当該再請負人等
との契約を解除せず、若しくは再請負人等に対し当該解除対象者（再請負人等）との契約
を解除させるための措置を講じないときは、本契約を解除することができる。

　（損害賠償）

暴力団排除に関する特約条項

　（属性要件に基づく契約解除）

甲（発注者をいう。以下以下同じ。）は、乙（請負者をいう。以下同じ。）が次の各号
の一に該当すると認められるときは、何らの催告を要せず、本契約を解除することができ
る。

(1)

第１条

法人等（個人、法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者、法人で
ある場合は役員又は支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の代表
者、団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をいう。
以下同じ。）が、暴力団（暴力団員による不正な行為の防止等に関する法律（平成３年
法律第７７号））第２条２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員（同
法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき。

　その他前各号に準ずる行為。

(4) 役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなどし
ているとき。

(5) 　役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているとき。

(4) 　偽計又は威力を用いて契約担当官等の業務を妨害する行為。

(3) 　取引に関して脅迫的な言動をし、又は暴力を用いる行為。

(2) 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的、又は第三者に損害を
加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき。

(3) 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど
直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき。

　（再請負契約等に関する契約解除）

　（行為要件に基づく契約解除）

甲は、乙が自ら又は第三者を利用して次の各号の一に該当する行為した場合は、何らの
催告を要せず、本契約を解除することができる。

第２条

(1)

　法的な責任を超えた不当な要求行為。

第５条 甲は、第１条、第２条及び前条第２項の規定により本契約を解除した場合は、これによ
り乙に生じた損害について、何ら賠償ないし補償することは要しない。

　暴力的な要求行為。

(2)

　（表明確約）

第３条 乙は、第１条の各号及び第２条各号のいずれにも該当しないことを表明し、かつ、将来
にわたっても該当しないことを確約する。

２ 乙は、前２条各号の一に該当する行為を行った者（以下「解除対象者」という。）を再
請負人等（再請負人（再請負が数次にわたるときは、全ての再請負人を含む。）受任者
（再委任以降の全ての受任者を含む。）及び再請負人若しくは受任者が当該契約に関して
個別に契約する場合の当該契約の相手方をいう。以下同じ。）としないことを確約する。

(5)



幹・枝条 根株 計

忍辱山 15 い 12 7.95 0.48 8.43

忍辱山 15 に 91 76.20 4.64 80.84

忍辱山 15 ほ 22 15.05 0.92 15.97

忍辱山 15 か 10 10.33 0.63 10.96

忍辱山 15 と 4 2.35 0.14 2.49

カシノナガキクイムシ駆除 忍辱山 15 る 13 5.92 0.36 6.28

（伐倒くん蒸処理） 忍辱山 15 り 61 25.97 1.58 27.55

菩提山 24 い 7 1.81 0.11 1.92

菩提山 25 ろ1 2 0.29 0.02 0.31

菩提山 25 に 9 4.12 0.25 4.37

菩提山 25 ほ1 6 1.20 0.07 1.27

大亀谷 31 い 4 3.36 0.20 3.56

大亀谷 31 ろ 51 30.79 1.87 32.66

大亀谷 31 は 111 59.80 3.64 63.44

大亀谷 31 に 83 60.93 3.71 64.64

大亀谷 31 へ 72 20.79 1.27 22.06

小計 558 326.86 19.89 346.75

忍辱山 15 ろ 50 20.08 0.00 20.08

小計 50 20.08 0.00 20.08

忍辱山 15 い 7 1.09 0.00 1.09

忍辱山 15 に 100 34.97 0.00 34.97

忍辱山 15 ほ 6 4.39 0.00 4.39

忍辱山 15 か 18 2.01 0.00 2.01

忍辱山 15 と 3 1.87 0.00 1.87

忍辱山 15 る 1 0.84 0.00 0.84

支障木伐倒処理 忍辱山 15 り 12 2.24 0.00 2.24

忍辱山 15 わ 7 5.58 0.00 5.58

菩提山 24 い 8 2.99 0.00 2.99

菩提山 25 ろ1 8 0.48 0.00 0.48

菩提山 25 に 13 4.38 0.00 4.38

大亀谷 31 は 16 8.75 0.00 8.75

大亀谷 31 に 36 13.19 0.00 13.19

大亀谷 31 へ 16 2.05 0.00 2.05

小計 251 84.83 0.00 84.83

合計 859 431.77 19.89 451.66

記載要領
（１）　作業種別に計をする。
（２）　作業期間は作業種別に定める。
（３）　摘要欄には作業方法（全刈、筋刈等）及び適宜の事項を記入する。
（４）　林齢は下刈についてのみ記入し、特約事項の林齢とする。

契約締結日の翌日

～

平成２９年３月１７日

～

契約締結日の翌日

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

分収育林

記番 林小班国有林 本数

事　業　内　訳　書

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

事 業 種 事　業  期  間

平成２９年３月１７日

摘要
数量(㎥)

被害木伐倒処理
契約締結日の翌日

～
平成２９年３月１７日

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害木



作 業 仕 様 書 総 則

１ 近畿中国森林管理局管内の造林関係請負事業の実施に当たっては、この作業仕様

書、特記仕様書、造林事業請負標準仕様書、造林事業請負実行管理基準及び図面（以

下、「設計図書」という。）に基づき実施するものとする。

２ 現場は、周囲を測量杭（又はテープ）等によって標示している。

３ 設計図書に基づき調達した材料（苗木・薬剤・シカ防護柵・肥料）の使用に当た

っては、その使用方法、使用上の注意事項等を遵守し安全かつ適正な使用に努める

こと。

４ 実行記録写真は、造林事業請負実行管理基準に定める実行記録写真の撮影要領に

基づき撮影することとするが、一連の記録写真は契約の記番毎に１箇所以上撮影す

るものとする。

５ 造林事業請負標準仕様書第２１条における事故とは、４日以上の休業を要する労

働災害、第三者に及ぼした事故及び第３者から受けた事故とする。

監督職員が指示する様式（事故報告書）は、別に定める「請負事業事故報告書」

とする。

６ 本事業の実施に必要な諸作業で、設計図書に明記していないものは、乙において

実施し、その費用は乙の負担とする。



特記仕様書

〔作業時間〕

１．大亀谷国有林での作業は、平日８：３０～１７：００までとする。指定

時間外及び、土曜日、日曜日、祝日の作業は周辺住民への騒音配慮のため

禁止とする。

〔伐倒・集積〕

２ 事業箇所の一部は、分収育林地となっており、伐倒木を含め現地の立木

は全て分収木となっている。伐倒木以外の立木にはいかなる損傷も与えな

いこと。

３．事業箇所の一部は、貸付又は使用許可区域等、第三者が使用している箇

所もあるため、集積にあたっては、事前に監督職員に確認のうえ指示に従

うこと。

４．事業箇所は、保安林等の法令制限がある場合もあるので、支障木が発生

した場合は、法令手続が必要な場合もあるので、事前に監督職員に指示を

仰ぐこと。

〔その他〕

５．車両の駐車にあたっては、監督職員の指定した箇所又は、一般車両の通

行に支障のない箇所に駐車すること。また、駐車中は請負事業の車両であ

る旨を車両に表示すること。



カシノナガキクイムシ駆除（伐倒くん蒸処理）仕様書

１ 被害木の表示を十分確認すること。

２ 伐倒方向は安全な方向とし、下流での被害防止のため、沢等への伐倒は避けるこ

と。

伐倒にあっては、かかり木の除去等を行い、残存木の保護に万全を期すること。

３ 薬剤の使用に当たっては、その散布方法、使用量等について、農薬登録における

使用方法、使用上の注意事項等を遵守し安全かつ適正な使用に努めること。

４ 薬剤散布の対象は、根株・樹幹部分及び末木枝条とし、もれのないよう散布する

こと。

５ 降雨中、降雨直後及び薬剤散布直後に降雨が予想される場合、並びに強風の場合

は、散布を行わないこと。

６ 散布に当たっては、あらかじめ監督職員に連絡し、立会を求めること。

なお、監督職員の立会がなかった場合は散布後速やかに監督職員に届け出て、散

布の確認を受けること。

７ 請負者は、事業日報に薬剤の使用量並びに処理数量（材積）を明確に記入し、必

要に応じ監督職員に提示し、事業終了後はこれとともに別紙様式の作業記録報告書

を森林管理署長（監督職員経由）に提出すること。

８ 請負者は、薬剤の使用を予定している最初の日までに、「農薬使用計画書」を最

寄の農政局（地域センター）に届出をすること。

〔伐倒作業〕

９ 伐倒方向は安全な方向とし、下流での被害防止のため、沢等への伐倒は避けるこ

と。

かかり木の除去等を行い、残存木の保護に万全を期すること。

10 樹幹、末木枝条は原則として薬剤処理に有効な長さ５０ cm 程度に玉切ること。

11 玉切り処理木及び根株には、チェンソーで深さ５～１０ cm 程度のノコ目を入れ

ること。〔図ー２・図ー３参照〕

〔地ならし・集積〕

12 伐倒した箇所の付近にあらかじめ地ならし（2 ㎡程度）を行い、樹幹、末木枝条

を程度集積すること。

地ならしの際は、くん蒸シートが破れないように地表部の潅木や突起物を処理し

ておくこと。

〔薬剤くん蒸処理〕

13 薬剤使用量は、被覆内容積１㎥（材積０．６㎥程度）当り原液１．０ℓとする。

14 集積した樹幹、末木枝条及び根株に薬剤処理後、くん蒸用シートですばやく梱包



し、ガムテープで密閉するとともに、くん蒸用シートに薬剤処理したことを表示す

ること。

シートは密封を保つため裾を土石等で押えること。〔図ー１参照〕

15 急傾斜地等により転落のおそれがある箇所でやむを得ず梱包を行う場合には、転

落防止策を講じること。

16 使用した薬剤の空容器は、環境に影響が出ないよう産業廃棄物として適切に廃棄

処分すること。また、その処理を証明する書類（マニュフェスト等）を提出するこ

と。



［図－１］被害木のビニール梱包

地表の地ならし後、玉切りした被害木を集積し、被害木全体をビニールシートで

覆えるように準備した後、薬剤処理し、ビニールシートを被せる。

ビニールシート

ガムテープを使用しビニールシートで被害木を密封をする。

薬剤処理の表示を見やすい箇所に行う。

※ 薬剤処理の表示

（ビニールシートに同封又は貼付）

注意事項

(1) 急傾斜地など転落の恐れがある場所でやむを得ずビニール梱包を行う場合に

は、転落防止対策を講じること。

(2) 薬剤が抜けないよう周囲の土石等を用いビニールシートを密封する。

(3) 枝条等でシートを破らないよう注意すること。



［図－２］被害木（樹幹－枝条部分）への薬剤注入孔

（上方より見た場合）

※ チェーンソーのコノ目

深さ５㎝～１０㎝程度

［図－３］被害木（根株）への薬剤注入孔

＜根株高が高い場合＞

※ チェーンソーのコノ目

深さ５㎝～１０㎝程度

チェーンソーのコノ目

１４㎝まで 不要

１４～４０㎝ ２本

４０㎝以上 ３本を目安とする

チェーンソーのコノ目

１４㎝まで 不要

１４～４０㎝ ２本

４０㎝以上 ３本を目安とする



＜根株高が低い場合＞

根株の切高を極力低くし、薬剤注入後ビニールシートを被せる。

ビニールシート

※ チェーンソーのコノ目

深さ５㎝～１０㎝程度

周囲の土石等を用いビニールシートで根株を密封する。



被害木伐倒処理・支障木伐倒処理仕様書

１ 伐倒木の表示を十分確認すること。

２ 伐倒方向は安全な方向とし、下流での被害防止のため、沢等への伐倒は避

けること。

伐倒にあっては、かかり木の除去等を行い、残存木の保護に万全を期する

こと。

〔伐倒作業〕

３ 伐倒方向は安全な方向とし、下流での被害防止のため、沢等への伐倒は避

けること。

かかり木の除去等を行い、残存木の保護に万全を期すること。

４ 樹幹、末木枝条は原則として長さ５０ cm 程度に玉切ること。

〔集積〕

５ 伐倒した箇所の付近にあらかじめ地ならし（2 ㎡程度）を行い、樹幹、末

木枝条を集積すること。

６ 集積にあたっては、境界沿い、道路沿い、歩道沿いは極力避けること。や

むを得ず集積する場合は、監督職員の指示を仰ぎ、支障のないよう集積する

こと。

７．斜面に集積する場合は、転落防止の措置をすること。



カシノナガキクイムシ駆除（伐倒くん蒸処理）

薬剤等購入仕様書

１ 購入薬剤

① 農薬の用途 カシノナガキクイムシ駆除用薬剤（くん蒸）

② 農薬の種類 カーバム材

③ 適用木名 カシ・ナラ・シイ（枯損木）

④ 適用病虫害名 カシノナガキクイムシ

⑤ 薬剤数量 ５７８ℓ

２ くん蒸用シート

① 材質 規格 （例：低密度ポリエチレン（LDPE））

② 色 〃 （例：白）

厚さ×長さ×幅 （例：0 1mm × 4m × 3 6m）

③ 数量 ５８９枚

３ 布テープ（梱包・表示用）

① 材質 規格 （例：特殊素材）

② 耐荷重 〃 （例：重梱包用）

③ 規格 色 （例：段ボール色）

幅×長さ （例：50mm × 25m 以上）

④ 数量 １３９個

４ 注意事項

（1） 農薬登録済みの薬剤及び下記の品質・特性を有した物品を購入すること。

（2） 薬材・材料は監督職員の確認を受けてから使用すること。

（3） 納品書（写）を監督職員に提出すること。

（4） 薬剤・材料の輸送にあったては、破損等に留意し適切に取り扱うこと。

（5） その他必要事項については監督員の指示によること。



 

位置図 

大亀谷国有林外森林整備事業(保護)及び 

忍辱山国有林分収育林事業(カシノナガキクイムシ被害木処理) 

場所：忍辱山国有林 

縮尺：1／２０，０００



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

位置図 

大亀谷国有林外森林整備事業(保護)及び 

忍辱山国有林分収育林事業(カシノナガキクイムシ被害木処理) 

場所：菩提山国有林 

縮尺：1／２０，０００ 



 

位置図 

大亀谷国有林外森林整備事業(保護)及び 

忍辱山国有林分収育林事業(カシノナガキクイムシ防除) 

場所：大亀谷国有林 

縮尺：1／２０，０００ 



位置図 

大亀谷国有林外森林整備事業(保護)及び 

忍辱山国有林分収育林事業(カシノナガキクイムシ被害木処理) 

場所：忍辱山国有林 

縮尺：1／５，０００ 

凡  例 

作業箇所  



位置図 

大亀谷国有林外森林整備事業(保護)及び 

忍辱山国有林分収育林事業(カシノナガキクイムシ被害木処理) 

場所：菩提山国有林 

縮尺：1／５，０００ 

凡  例 

作業箇所  



 

位置図 

大亀谷国有林外森林整備事業(保護)及び 

忍辱山国有林分収育林事業(カシノナガキクイムシ被害木処理) 

場所：大亀谷国有林 

縮尺：1／２０，０００ 



別紙様式（監督職員経由）

平成 年 月 日

分任支出負担行為担当官

近畿中国森林管理局

奈良森林管理事務所長 殿

報告者 住所

氏名 印

作 業 記 録 報 告 書

平成 年 月 日に契約締結した大亀谷国有林外カシノナガキクイムシ防除事業及び忍辱山国有林分収育林事業（カシノナガキクイムシ被害木処理）について、作業を完了したので下記のとおり

報告します。

記

１ 契約に定める駆除作業の内容（特別伐倒駆除、伐倒駆除）

２ 作業記録

作 業 の 内 容 実施したもの 実施期間 実施場所 実施数量 注入実施者 摘 要

被害木の伐倒（枝払い及び玉切を含む。）

搬出（伐採地から販売を行う山土場までの伐倒木の搬出）

伐倒木の破砕

伐倒木の炭化

伐倒木、枝条及び根株等の焼却

伐倒木の薬剤散布

伐倒木のくん蒸

伐倒木及び根株等のはく皮

はく皮した樹皮等の焼却

破砕できない枝条等の薬剤散布

（注）１ 実施した全作業について○印を付し、それぞれの欄に記入する。

２ 駆除実施者欄は報告者以外が行った場合のみ記入する。

３ 実施した全作業のそれぞれの記録写真を添付する。

４ 摘要欄には、監督職員が一部又は全部立会いした年月日等、参考事項を記入する。









（別紙）契約情報の公表様式

事業名：大亀谷国有林外森林整備事業(保護）及び忍辱山国有林分収育林事業（カシノナガキクイムシ被害木処理）

傾斜及び
植生量

作業手段
人員輸送距離
（往復・km）

通勤時間
（往復・分）

通勤起点

忍辱山 15 い 8.43㎥ 中100% 26.4 62 奈良市役所
忍辱山 15 に 80.84㎥ 中100% 26.4 82 奈良市役所
忍辱山 15 ほ 15.97㎥ 中100% 26.4 62 奈良市役所
忍辱山 15 か 10.96㎥ 中100% 26.4 68 奈良市役所
忍辱山 15 と 2.49㎥ 中100% 26.4 69 奈良市役所
忍辱山 15 る 6.28㎥ 中100% 26.4 67 奈良市役所
忍辱山 15 り 27.55㎥ 中100% 26.4 69 奈良市役所
菩提山 24 い 1.92㎥ 契約締結日の翌日 中100% 23.4 63 奈良市役所
菩提山 25 ろ１ 0.31㎥ ～ 中100% 23.4 60 奈良市役所
菩提山 25 に 4.37㎥ 平成29年3月17日 中100% 23.4 54 奈良市役所
菩提山 25 ほ1 1.27㎥ 中100% 23.4 64 奈良市役所
大亀谷 31 い 3.56㎥ 中100% 9.8 42 奈良市役所
大亀谷 31 ろ 32.66㎥ 中100% 9.8 40 奈良市役所
大亀谷 31 は 63.44㎥ 中100% 9.8 36 奈良市役所
大亀谷 31 に 64.64㎥ 中100% 9.8 34 奈良市役所
大亀谷 31 へ 22.06㎥ 中100% 9.8 32 奈良市役所

小計 346.75㎥
忍辱山 15 ろ 20.08㎥ 契約締結日の翌日 26.4 69 奈良市役所

～
平成29年3月17日

小計 20.08㎥
忍辱山 15 い 1.09㎥ 中100% 26.4 62 奈良市役所
忍辱山 15 に 34.97㎥ 中100% 26.4 82 奈良市役所
忍辱山 15 ほ 4.39㎥ 中100% 26.4 62 奈良市役所
忍辱山 15 か 2.01㎥ 中100% 26.4 68 奈良市役所
忍辱山 15 と 1.87㎥ 契約締結日の翌日 中100% 26.4 69 奈良市役所
忍辱山 15 る 0.84㎥ ～ 中100% 26.4 67 奈良市役所
忍辱山 15 り 2.24㎥ 平成29年3月17日 中100% 26.4 69 奈良市役所
忍辱山 15 わ 5.58㎥ 中100% 26.4 69 奈良市役所
菩提山 24 い 2.99㎥ 中100% 23.4 63 奈良市役所
菩提山 25 ろ１ 0.48㎥ 中100% 23.4 60 奈良市役所
菩提山 25 に 4.38㎥ 中100% 23.4 54 奈良市役所
大亀谷 31 は 8.75㎥ 中100% 9.8 36 奈良市役所
大亀谷 31 に 13.19㎥ 中100% 9.8 34 奈良市役所
大亀谷 31 へ 2.05㎥ 中100% 9.8 32 奈良市役所

小計 84.83㎥

合計 451.66㎥

機械(人力併用)

林分条件
林小班国有林

機械(人力併用)

機械(人力併用)

作業種
作業条件

実行数量
（㎥）

作業期間

伐倒くん蒸処理

支障木伐倒処理

伐倒処理
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